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外的因子によるSPECT画像上のアーチファクト

と近接 SPECTの有用性

宮崎 吉春 井上 寿 塩崎 潤

藤岡 正彦 油野 民雄*

要 旨

SPECT検査時,腕や金属片等,通常の planar

像にアーチファクトとして影響を及ぼす外的因子が

SPECT像にどのように影響するか,また SPECT

回転半径の長短がSPECT像にどのように影響する

かを臨床例で検討した｡

その結果,外的因子は多少なりともSPECT像に

影響を及ぼすのでできる限り取り除いた方がよく,

また回転半径はできるだけ小さくして検査した方が

よい結果が得られた｡

はじめに

一般にSPECT検査時は,腕やその他の障害物は

取り除いて,また回転半径はできるだけ小さくして

検査した方が良いといわれる｡しかし,核医学検査

前では金属片等体外の障害物のチェックは,Ⅹ線検

査前ほど厳密に行われずに検査される場合が多い｡

また体幹部のSPECTでは患者の状態によって,必

ずしも腕を挙げることが困難なことがしばしばみら

れる｡そのため,通常の planar像にアーチファク

トとして影響を及ぼすような外的因子がSPECT像

にどのように影響するか,また頭部のSPECTで回

転半径の違いがSPECT像にどのように影響を及ぼ

すかを,GE製シンチカメラ Starcam にて検討し

たので,症例を呈示したい｡

症例説明

症例1(金属片による影響):肝 SPECT時,右

肝部に位置したポケット内に4.5cm の鉛製メタル

が入っていた｡planar像では,メタルによる明ら

かな欠損像がみられた｡メタルの入ったSPECT像

とメタルを取り除いた SPECT像を比較した結果,

メタルの入った像はメタルを取り除いた像に較べ,

肝内のRI分布が不均一となり,かつtransaxial像

で肝右葉前方辺縁部に内部にやや陥凹したような軽

度の歪みを認めた (Fig.1)0

症例 2,3 (肝 SPECT時の腕による影響):肝

SPECT時,右腕または,両腕を挙げることが困難

なため,そのまま検査をした｡planar像では,腕

による明らかな欠損がみられた｡腕 を挙上 した

SPECT像と挙上しなかった SPECT像を比較した

結果,腕を挙上しなかった像は腕を挙上した像に較

べ,肝内の RI分布は不均一化した｡不均一分布

は,右腕1本よりも両腕とも挙上しなかった場合の

方が,より明瞭に認められた (Fig.2)｡

症例4(心筋 SPECT時の腕による影響):心筋

SPECT時,左腕を挙げることが困難なため,左腕

を挙げずにそのまま検査を行った｡planar像では,

左腕による明らかな欠損がみられた｡腕を挙上しな

かったSPECT像と挙上したSPECT像を比較した

結果,腕を挙上しなかった像は腕を挙上した像に較

べ,各断層像で共に心筋外側辺縁部が内部にやや陥

凹したような軽度の歪みを認めた (Fig.3)O

症例5(脳血流SPECT時の回転半径の検討):脳

血流 SPECT時,肩を避けた13cm の回転半径と

肩を含めた20cmの回転半径 とで撮像を行った｡

短半径のSPECT像と長半径のSPECT像を比較し
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Fig.1 Artifact

wascausedbyaroundlead一metalon99mTc-colloidliverimage(A:pl?marimagewi
thmetal,B:SPECTimagewithoutmetal,C:SPECTimagewithmetal.▲:artifact)

.垂 … ---ca t ･ ‥三Fig.2 Artifactwascausedbyrightandleftarmson9
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Fig.4 123I-IMPtransaxialimageofbrainperfusionwith(A)andwith

out(B)close-upscanning.Caudatenucleusandthalamuswerewellvisualized

withclose-upscanning.

た結果,短半径の像は長半径の像に較べ,深部である視床や尾状核がより鮮明に描出された (Fig.4)

｡考察および結論一般に pl

anar像では,腕,乳房,金属片等種々の外的因子によりアーチファクトを生じやすいこ

とがよく知られている1)-3)｡今回,このような

外的因子によるアーチファクトは,SPECT 像

でも見られるか否か検討した｡その結果 planar像

で見られるほど明瞭なアーチファクトは生じなかっ

たものの,外的因子を取り除いた場合のSPECT

像と詳細に対比

検討した結果,明らかに外的因子により生じたと思われる

アーチファクトが見られた｡また近年,頭部等のSP

ECTでは回転半径を小さくした場合,分解能が向上す

ることが指摘されている4)｡今回の回転半径を

小さくした近接 SPECT での検討では,表層部の描

出は明らかな差異を示さなかったものの,視床や尾状核等の深部描出は明らか に優れていた｡

以上今回呈示した症例の如く,planar像でアーチファクトを

生じるような外的因子は,SPECT 像にも多少なりとも

影響を及ぼすので,SPECT 検査時でもできる限り

取り除かれた方がよいと思われた｡また脳SPE

CT等で良好な画像を得るには,回転半径はできるだけ小さくした方が望ましいと思われた｡
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